
 

第１学年２組 国語科学習指導案 

 

１ 単元名  情報を読み解く 

      目的や相手に応じて、情報を編集する「行事案内リーフレット」（三省堂１年） 

２ 指導観 

○ 本単元は、急速に情報化が進展する社会において、さまざまな媒体の中から必要な情報を取り出したり、 

情報同士の関係を分かりやすく整理したり、発信したい情報をさまざまな手段で表現したりすることが求 

められていることから、価値ある教材といえる。リーフレットとは、催し物の案内や商品の説明等に使わ 

れる一枚ものの資料である。受け取った人が「やってみたい」「わかりやすい」等と思えるような工夫が 

されており、それらの工夫には情報を送った側の意図が含まれている。思いつくままに並べられた情報と 

は異なり、どのような内容・目的・相手なのかを明確にし、どのような伝え方であれば効果的かを吟味し 

て情報を送るのである。リーフレットの内容を考えるときのポイントとして、目的意識をもつ、相手意識 

をもつの２つが挙げられている。目的意識をもつとは「受け取った人に○○してもらう」、相手意識をも 

つとは「受け取る人が必要としている情報を適切に正確に提示する」「失礼のない表現、理解しやすい表 

現を心がける」「受け取った人が○○したくなるような情報や送り手の思いを提示する」と具体的に示し 

ている。さらに、リーフレット作成の手順や推敲のポイントを示すことで完成に向けて見通しをもって進 

めることができるような展開となっている。 

○ 本学年の生徒は「４月標準学力検査」の分析結果から「書く能力」に課題があることが明らかになった。 

 県平均標準比は 106、過去 2 年間の結果と比較しても危機的状況は実感しにくいものの、「書く能力」の

[A]については 5 割を下回っている。「読む能力」の[A]については、過去 2 年間のポイントを上回り良好

であるが、[C]が 1 割を上回っており、中低位層の生徒の底上げが課題である。 

H30入学１年生 H29入学１年生（現２年生） H28入学１年生（現３年生） 

教科計の県平均標準比  106 教科計の県平均標準比  109 教科計の県平均標準比   104 

領域別得点者数分布 

・書く能力  〔A〕49％〔B〕36％〔C〕16％          

・読む能力  〔A〕37％〔B〕51％〔C〕12％          

・知識･理解  〔A〕44％〔B〕38％〔C〕18％          

領域別得点者数分布 

・書く能力  〔A〕5７％〔B〕３２％〔C〕１１％          

・読む能力  〔A〕３３％〔B〕５９％〔C〕 ８％          

・知識･理解  〔A〕3７％〔B〕３８％〔C〕２４％          

領域別得点者数分布 

・書く能力  〔A〕５６％〔B〕３１％〔C〕1３％          

・読む能力   〔A〕２９％〔B〕5９％〔C〕１３％          

・知識･理解   〔A〕３９％〔B〕３５％〔C〕２６％          

  本学級の生徒も数値的に同様の傾向を示している。「書く能力」を高めるためには「読む能力」を両輪 

と考え、双方を高める手立てを取っていく必要がある。１学期は、物語文『オオカミの友だち』で「この 

物語に続きがあるとしたらオオカミはもう一度クマと一緒に行動するか」、説明文『クジラの飲み水』で 

「筆者が文章で行っている工夫とその効果は何か」について、条件にしたがって書く課題に取り組んでい 

る。 

○ そこで、本教材の指導にあたっては、小学校６年生に向けて『大原中学校の生活』を紹介するリーフレ 

ットを作るという課題を設定し、相手にとって必要な情報をわかりやすく書くことができるようにするこ 

とをねらいとする。そのためには、次の手立てをとる。 

①学習の見通しと意欲をもたせるために、日常生活にありがちなリーフレット２枚を比較し、表現の工夫と 

その効果について自分の考えを書く場を設定する。 

②掲載内容を決めさせるために、目的意識と相手意識をもたせ、掲載したい情報とその情報を掲載する理由、 

情報収集の方法、情報の示し方について検討する場を設定する。 

③わかりやすく書くことができるようにするために、構成や表現の仕方について相互交流する場を設定する。 

３ 単元目標 

○小学校６年生が必要としている情報について考え、わかりやすく書こうとする。 

                          〔主体的に学習に取り組む態度〕 

○中学校生活で体験したことや学習したことなどを基に情報の収集・取捨選択・分類・整理を行い、リーフ

レットで伝えたいことを明確にできる。              〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ書くこと ア 

○リーフレットを読み返し、小学校６年生の立場に立ち、推敲のポイント（表記や語句の用法、叙述の仕方 

など）を踏まえて内容を整えることができる。        〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ書くこと エ 

○事象や行為などを表す多様な語句について理解を深め、語彙を豊かにすることができる。 

                          〔知識及び技能〕（１）ウ 



 

４ 単元計画（６時間） 
主：主体的に学習に取り組む態度    Ａ：話すこと・聞くこと    Ｂ：書くこと    Ｃ：読むこと    知・技：知識及び技能 

【ねらい】 小学校６年生に向けて『大原中学校の生活』を紹介するリーフレットを作るために、   
     相手にとって必要な情報をわかりやすく書くことができるようにする。   
次 時 学習活動・内容 指導上の留意点 評価規準 
一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 学習の見通しをもつ。 
 ・リーフレットがどのようなものか、複数 
 のサンプルからイメージする。 

 ・小学校６年生に向けて『大原中学校の生 
 活』を紹介するリーフレットを作る目的 
 をつかむ。 

２ 日常生活にありがちなリーフレット２枚 
を比較し、表現の工夫とその効果について 
考える。 

３ ２枚のリーフレットのどちらかを選び、 
表現の工夫と効果を条件にしたがい、自分 
の考えを書く。 

・リーフレットとパンフレッ 
トの違いをサンプルを示し 
ながら押さえる。 

・小学校６年生に向けて『大 
原中学校の生活』を紹介す 
るリーフレットを作ること 
を伝え、意欲を喚起する。 

・思考ツールとしてベン図を 
用い、思考を可視化できる 
ようにする。 

・表現の工夫と効果をリーフ 
レット作りに活用させる。 

主：リーフレットが 
どのようなものか 
関心をもとうとし 
ている。 （様相観察） 

 
 
 
Ｂ：表現の工夫と効 
果を条件にしたが 
い、自分の考えを 
書 い て い る 。  
    （ワークシート） 

２ 
 
 
本 
時 
 
 
 
 

１ 『大原中学校の生活』に掲載したい情報 
について、その情報を掲載する理由を踏ま 
えて検討する。 

 ・なぜその情報を小学校６年生が必要とし 

ていると考えたのかを明確にする。 
２ 情報収集の方法、情報の示し方について 
交流し、見通しをもつ。 

 ・どのような資料をどのように使えばいい 

 のかを具体的に挙げる。 

・「なぜ」という問いを返す 
ことで深く考える場を設定
し、理由を明確にさせる。 

 
・ 情報収集の方法としては、
生徒総会資料や生徒会新聞
などの印刷物以外にも、人 
から聞いた話でもいいとい
うことを伝える。 

 
 
 
 
Ｂ：何のために、ど
のような意図で掲
載しようとするか
を具体的に考えて
いる。 （ワークシート） 

３ 
 
 
 
 
 
 
 

１ 前時を振り返り、検討内容を整理したノ 
ートを基に、どの情報を収集するかグルー 
プで分担する。 

２ 実際に情報を収集する。 
 ・小学校６年生が必要としている情報とい 

  う視点を念頭に置く。 
３ 収集した情報をグループで交流し、掲載 

内容と下書きの分担を決める。 

・ 各自で準備した資料をグル
ープで確認し、情報を共有し
ながら情報収集をするよう
に指示する。 

 
・小学校６年生のためにとい 

う相手意識をもつように指
示する。 

 
 
Ｂ：収集した情報を
意図に応じて取捨
選択・分類・整理
を行い、伝えたい
ことを明確にして
いる。  （ワークシート） 

二 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ わかりやすく興味を引きつける構成をグ
 ループで考え、完成イメージを簡単な図で
 表す。 

 ・掲載する順序や各内容の場所や分量、イ 

  ラストや写真の配置などをラフ・レイア 

  ウトを書いて確認する。 
２ 担当した掲載内容に関する情報を分類・ 
整理し、伝えたいことを明確にして下書き 
をする。 

・ラフ・レイアウトには方眼 

 紙を用い、分量の目安が視 

 覚化できるようにする。 
・担当した掲載内容をレイア 

 ウトの分量にあわせて下書 

 きをするよう指示する。 
・興味を引きつける効果的な 

 見出しを考えるよう指示す 

 る。 

 
 
 
 
Ｂ：書く内容の中心
が明確になるよう
に、効果的な見出
しを考えて書いて
いる。  （ワークシート） 

三 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 

１ 下書きを読み合い、構成や表現の仕方を 
 見直す。 
 ・推敲のポイントを踏まえる。(教科書P95) 
２ 清書をする。 
 

・小学校６年生にとって必要 

 でわかりやすい内容になっ 

 ているかを、推敲のポイン 
トを踏まえて修正させる。 

 

Ｂ・知・技：表記や語 

 句の用法、叙述の
仕方などを確かめ
て修正している。 

      （ワークシート） 
四 
 
 
 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 
 

１ 完成したリーフレットのよさや予想され
る反応等を挙げ、リーフレット作りを振り 
返る。 

 ・各グループで作ったリーフレットを比較 

  する。 
２ ２組からどのリーフレツトを実際に印刷
して手渡すかを投票で決める。 

・リーフレットを比較し、そ 

 れぞれのよさに着目して考
えさせる。 

・小学校６年生目線で読むこ 

 とで、どんな感想や意見を 

 もつか予想させる。 
 

 
主：リーフレットに
ついて、よさや予
想される反応を積
極的に考えようと
している。 

         （ワークシート） 



 

５ 本時 平成３０年９月２０日（木） 第５校時  １年２組教室 （第一次の２時） 
（１）本時の指導観  
 前時までに生徒は、日常生活にありがちなリーフレット２枚を比較し、表現の工夫とその効果について自
分の考えを整理することで、情報を送る側の意図に気付くことができている。本時では、『大原中学校の生
活』に掲載したい情報について、何のために、どのような意図で掲載しようとするかを、交流活動を通して
言葉による見方や考え方を働かせることにより、具体的に考えることができるようにする。 
（２）主眼 
 何のために、どのような意図で掲載しようとするかを具体的に考えることができるようにする。  
（３）準備 ワークシート、新入生説明会資料（H29）  
（４）展開 
段階 学習活動・内容 指導上の留意点 配時 形態 
 
 
 
つ
か
む 
 
 
／
 
 
  
 
 
  
さ
ぐ
る 
 
 
 
 
  
 
／
 
 
 
 
深
め
る 
 
 
 
 
  
 
 
／
ま
と
め
る 

１ 前時の学習内容を振り返り、本時のめあてをつ 
 かむ。  
 ・目を引くタイトル→何についてか把握しやすい 
 ・誘い文句→親しみがわきやすい 

○本時の学習の見通しをもたせるた
 めに、前時の学習で捉えたリーフ 
レットの表現の工夫とその効果に 
ついて３名に発表させる。 
 
 
 
 
○新入生説明会資料（H29）を用いる
ことで、入学前の期待に溢れる気持
ちを想起し、考えを具体的に書くこ
とができるようにする。 

○思考ツールとしてＷＨＹツリーを 
用い、思考を可視化できるように 
する。 

【ＷＨＹツリー】         なぜ？（理由） 

５ 
 
 
 
 
 
 
 
１５ 
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１０ 
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〈めあて〉 
 『大原中学校の生活』に掲載したい情報について
検討しよう。  

 
 
 

〈検討内容〉・掲載したい情報 ・掲載する理由 
２ 掲載したい情報を２つ考え、その情報を掲載す 

 る理由を具体的に書く。 
 ○ＷＨＹツリーの最初の枠に掲載したい情報を書
  く。 
 ・部活動  ・ふれあい合宿 ・合唱活動  
 ・体育大会 ・教科の勉強  ・テスト  
 ○ＷＨＹツリーの２番目と３番目の枠に掲載する 
  理由を書く。 
 ・ふれあい合宿                 なぜ？（理由）  

 
  

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 友達ができるから     掲載したい情報      

   
 
友達のよさがわかるから 
よい関係づくりのきっかけとなるから 

      
 
 

      
 
 

 さまざまな体験ができるから       

   
 
協力することを学べるから 
達成感を味わえるから 

   ※ＷＨＹツリーは思考の過程を視覚化し、論理的に考えることが  
        できるようにするために用いる。 
 

○その情報を掲載することで、どの 
ような効果が期待できるのかを具 
体的に考えるように促す。 

 
 
○掲載したい情報の１つは、自分の 
考えと友達の考えの中から選ばせ 
る。 

○わかりやすく伝えるためには、ど 
のようにして情報を集め、どのよ 
うにしてリーフレットに書けばい 
いのか、具体的なイメージをもた 
せる。 

  ◇何のために、どのような意図で掲載しようとするかを具体的に 
    考えている。 
○次時に向け、情報収集の方法、情 
報の示し方について見通しをもた 
せる。 

○授業でわかったことを数名に発表 
させる。 

 
 
３ ＷＨＹツリーを基に、小学校６年生が最も必要 
としている情報は何かについて交流する。    

 ・中学校生活に希望をもつことができる内容 
 ・中学校生活の見通しができ、安心感を与えられ 

 る内容 
４ 掲載したい情報を１つ選び、掲載する理由、情 
報収集の方法、情報の示し方を条件にしたがって 
書く。  

 ・条件１ 掲載したい情報を   に書く。 
 ・条件２ 「掲載したい理由は、…。わかりやすく 

     伝えるために…。」という形で書く。 
 
 
 
 

 ふれあい合宿 
 掲載したい理由は、入学してからまだ話すことができていない友達とよい関係づくりのきっかけと
なるからです。わかりやすく伝えるために、「ふれあい合宿のしおり」を参考にして、具体的な活動
内容をあげ、その活動のよさを紹介したいです。 

 
 
 
 

５ 書いた文章を基に本時を振り返り、自己評価を 
する。 

 ○書いた文章の内容を交流する。 
 ○授業でわかったことを書く。 
 

 


